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た。そこで，果肉の全 RNAを抽出し，RNase-free DNaselで処理した後に逆転写酵素 Superscript II RTによ
り 1本鎖 cDNAを合成して，その cDNAとそれぞれの遺伝子に特異的なプライマーとを用いて，リアルタ















子ファミリーの DK-ACS3の誘導によるエチレン生成，そして DK-ACS1や DK-ACS2などの自己触媒的エチ
レン生成に関与する遺伝子発現を誘導が引き続いて起こり，追熟が急速に進行すること見出した。またエチ
レン作用阻害剤の 1-MCPの果実処理によって軟化が防止できることを明らかにし，DK-ACS1や DK-ACS2
の制御による自己触媒的エチレン生成の阻害によることを明らかにした。
　以上のように本研究で得られた新しい成果・知見は，現在，望まれているカキ果実の軟化防止対策の基礎
的資料として，さらには品質保持技術開発に果たす役割は大きい。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
